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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 馬成芬氏から提出された博士学位申請論文「江戸時代唐船齎来法帖の研究」は、次のよ
うに構成されている。 
 
序章 江戸時代の日本に輸入された中国の集帖 
第一部 「江戸時代における日本に輸入された中国集帖」 
第一章 江戸時代における『淳化閣帖』の舶載について 
第二章 顔真卿の『顔三稿』と『問経堂法帖』 
第三章 江戸時代における董其昌の法帖の受容 
第四章 文徴明の『停雲館法帖』の日本輸入について 
第五章、江戸時代における王羲之に関わる集帖の舶載 
第二部「江戸時代に輸入された中国法帖の日本的展開」 
第一章 日本に輸入された偽帖 
第二章 享保年間以後出版された中国法帖 
第三章 江戸時代日本書家による中国「集帖」と書法の受容―市河米庵を中心に 
第四章 幕末における唐船舶載法帖と貫名菘翁の書法 
結 語 
参考文献 
 
馬成芬氏の論文は、江戸時代の長崎貿易を通じて中国から日本にもたらされた貿易品の
中の書道関係の書籍としての法帖・集帖に焦点化して考察したものである。法帖とは、書
道において紙に筆と墨で書かれた書蹟で保存・鑑賞・学書用に仕立てられ、集帖とは複数
の書家の作品を集めて模刻し、単帖とは個人の書家の一作品の書蹟を模刻し、専帖とは個
人の書家の作品を集めて模刻した個人作品集と定義づける。 
序章は、清代書道界の変遷を「帖学」の衰退から「碑学」の勃興に、第二節は中国の集
帖に、第三節は大庭脩氏が収集した長崎貿易関係の資料に基づいて日本が輸入した中国集
帖を統計し、その輸入頻度、輸入部数と輸入年代を述べる。 
第一部「江戸時代における日本に輸入された中国集帖」では、第一章は中国集帖の製作
方法と法帖の祖である『淳化閣帖』に、第二章は唐代の書家顔真卿の『顔三稿』と清代の
集帖『問経堂法帖』の日本への輸入状況に、第三章は、明代の書家董其昌と彼の『戯鴻堂
法帖』そして彼の「専帖」に、これらの法帖の輸入状況と日本書家への影響をついて述べ、
第四章は、文徴明と彼の『停雲館法帖』の輸入状況と日本書家への影響を、第五章は、著
名な王義之と彼の集帖と日本に舶載された状況や日本書家の受容を明らかにする。 
第二部は「江戸時代に輸入された中国法帖の日本的展開」として、第一章は、日本に輸
入された偽法帖の日本書道界へ与えた影響と輸入状況を分析する。第二章は、享保年間以
後の江戸において出版された中国法帖の出版状況から、元代の趙孟頫、明代の文徴明、董
其昌の法帖が最も多く出版されたとする。第三章は、幕末三大家の一人市河米庵の著した
書道関係の著作に見られる中国集帖とその集帖の日本への輸入状況を、第四章では、幕末
の舶載法帖と幕末の三筆の一人とされる貫名菘翁がどのように王羲之の書法を受容したか
を分析している。 
終章は、清代における中国集帖の多くが日本に輸出され、その輸入された集帖を通じて
日本書道界に対し影響を与えたとしている。 
以上が、馬成芬氏が提出した論文の要旨である。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
江戸時代における長崎貿易を通じて中国から日本に舶載された書籍について、大庭脩氏
が、『江戸時代における唐船持渡書の研究』（1967 年）、『江戸時代における中国文化受容
の研究』（1987 年）等を著し、長崎に輸入された書籍類には中国製の書道関係のものも多
く存在したことを明らかにした。しかし各書籍の詳細な研究は殆ど未開拓であり、清朝中
国において製作された「集帖」については、大庭脩氏が「江戸時代における集帖の輸入」
においてその概略を述べるが、個々に検討した全貌については未着手のままであった。 
そこで、馬成芬氏は大庭脩氏の『江戸時代における唐船持渡書の研究』（1967 年）に収
録された長崎貿易関係の資料に依拠し、とくに法帖・集帖に特化して、江戸時代における
輸入とその受容状況などについて論証したものである。 
馬成芬氏によれば、中国から輸入された集帖の最も古いものは元禄七年（1694）に舶載
された『米芾白雲居帖』で、その後、文久二年（1862）まで 168 年の間に、さまざまな集
帖が中国から日本の長崎にもたらされたこと、集帖の輸入回数は 459 回、151 種に 3,700
余部になることを明らかにした。とくに個々の集帖では、『淳化閣帖』は 33 部が輸入され、
顔真卿の『顔真卿三稿』は、幕末に 450 余部が輸入されたこと。とりわけ『問経堂法帖』
は、輸入回数が 12 回、全てで 1,883 部が輸入された。そのうち弘化二年（1845）には、
唐船 3 隻のみで長崎へ輸入された數量は、1,200 部と大量となり、確認できる輸入部数全
体の 67.7%に達していること。それに次ぐ『顔草稿』が 31 回、539 部で、最も多いのは
弘化元年（1844）の唐船 4 隻で 133 部、弘化二年（1845）の唐船 1 隻のみで 133 部が輸
入されたことを解析した。また江戸の出版業者によって王義之、顔真卿、董其昌、文徴明
および永惺等の書家の書跡が模刻などの方法で出版され、江戸時代の日本で大いに歓迎さ
れたことなどを解明した。これらの輸入集帖によって江戸時代の書家市河米庵の書道に関
する書論形成、貫名菘翁の書法形成のみならず、さらに多くの書道関係者が中国風の書道
を受容する契機として集帖が利用されていたこと、これら集帖の輸入数量と江戸時代の中
国風書道との関係が密接であることなどを明らかにしたことは、大いに評価できるであろ
う。 
 本論文の最大の弱点は、江戸時代に日本に輸入された上記の集帖の現物を、日本の図書
館などでの実地調査が行われていない点である。さらに今後、中国書家の単帖、専帖や碑
刻、拓本などにも研究を進展されることを期待するものである。 
 馬成芬氏は、本論文を作成するに際し学術雑誌に 10 本の論文を公表し、とくに中国書
道界の専門誌『中国書法』に掲載した董其昌に関する論文は、中国でも高い評価を得てい
る。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
